
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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今週の記念日
★８月３日「八丁味噌の日」 江戸時代から愛知県岡崎市八帖町（旧八丁村）で造り続け
られる「八丁味噌」 。伝統の製法から生まれる酸味や渋みを含む独特な味わいや美味しさ、
奥深さをより多くの人に知ってもらうのを目的に、八丁味噌協同組合が制定。日付は８で
「八（８）丁」、３で「味（３）噌」を連想して記念日に定めました。

＜日本記念日協会から＞

改正農協法施行後５年の見直し

が事実上決着しました。 その経

緯を自民党国対委員長の森山

裕氏が、連載企画で回顧してい

ます。 「私も農協について詳しく

ないが、それでもひどいじゃない

かと感じた。農協の歴史や役割

を正しく理解していない。（中略）

組織の話を政府が強制的にやら

せるのは、いかがなものかという

意見が強かった。監査も規制改

革会議が実態を理解していない

顕著な例だと思う」と振り返りなが

ら証言しています。（7/27付３面）

農水省は2021年産の

主食用米の作付面積

が、前年実績より最大

６ .５万㌶ほど減る見

込みと発表しました。

需給均衡に必要な６.

７万㌶の削減をほぼ

達成。作況が平年並

みであれば、生産量

は694万～696万㌧の

予想。ただ、22年６月

末の民間在庫量は

210万㌧の見通しで、

適正量を大きく上回り、

今後の作況などで余

剰感が出る可能性も

あり、余談を許さない

状況です。

（7/30付1面）
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体操日本代表の

橋 本 大 輝 選 手

（19）が、個人総合

で金メダルを獲得

しました。王者誕

生の陰には、農家

で祖母の久子さん

（82）の存在があり

ました。橋本選手

は久子さんの料理

大坂堂島商品取引所が申請した米の先物取引の恒久的な

「本上場」への意向について、農水省は「認可基準を満たし

ていない」として、８月５日に同取引所から意見聴取します。

市場参加者数と十分な取引量が見込める論拠を示せなけ

れば、不認可となる可能性が高くなります。 （7/28付3面）

日本農業新聞 東北支所 支所長 齊藤將実
猛暑と共に、心配された新型コロナウイルス禍での東京五輪が開幕しました。日本選
手の活躍ぶりに、平時ならもっと盛り上がったのにと、感じてなりません。野球やサッ
カー、バスケット、ゴルフ等のプロ選手だけでなく、世界レベルの競技者が増えたと実
感。そんな姿に、日本の農畜産物も「負けずに世界市場で勝ち残る」と、夢が膨らんで
きました。

ＪＡ全農と子会社のＪＡ全農ラドファは、パックご飯の新商

品「農協ごはん」を、東北や関東を中心に小売販売しま

す。強火の大釜で炊き上げ、余分な水分を飛ばす「シャ

リ切製法」でおいしさを追及しました。 （７/29付８面）

、、

が幼少期から大好物。競技の傍ら３月ま

で育苗など実家の稼業を手伝い、五輪

の大舞台に臨みました。 （７/30付17面）


